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伊仙町HPにアクセス！
Facebook・YouTube（動画）でも、
町の情報をお伝えしています。

令和 5 年度 
施政方針（概略版）     02

⃝各種イベント・行事の様子��� 04
⃝今月の町長の動き������� 05
⃝各課よりお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　　　06
⃝わが町のアイドル・戸籍の窓�� 12

◆自衛隊入隊壮行会 今年は2名が入隊予定です。
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●
施
策
7

　

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
推
進
及
び
ダ
ム
管

理
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
8

　

農
地
や
農
業
用
施
設
（
農
道
・
水
路
な
ど
）

の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

●
施
策
9

　
地
籍
調
査
の
面
積
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

特 集

令
和
5
年
度 

施
政
方
針（
概
略
版
）

は
じ
め
に

　

町
民
の
み
な
さ
ま
へ
、令
和
5
年
度
の
町
政
運
営

に
関
わ
る
基
本
方
針
を
申
し
上
げ
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

警
戒
が
必
要
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、昨
年
3
年

ぶ
り
に 「
ほ
ー
ら
い
祭
り
」 
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

な
ど
、少
し
ず
つ
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
開
催
で
き
る

よ
う
に
な
り
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社

会
に
向
け
て
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、令
和
4
年
度
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の

深
刻
化
や
急
激
な
円
安
の
影
響
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
材
価
格
が
上
昇
し
、町
民
の
み
な
さ
ま

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
一
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、生
活
応
援
及
び
子
育
て
応
援
商
品
券
の
発

行
、肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
、小
中
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、引
き
続
き
、町
民
の
み
な
さ
ま

の
暮
ら
し
を
支
え
、だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
安

心
・
安
全
な
ま
ち
を
目
指
す
「
町
民
総
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
」の
理
念
の
も
と
に
、「
住
み
た
い
ま
ち

日
本
一
」の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
ま
す
。群
島
民
20
余
万
の
署
名
活
動

や
断
食
に
よ
る
無
血
民
族
運
動
な
ど
、諸
先
輩
方

の
想
い
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、次
世
代
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
社
会
と
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、一
層
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
に
基
づ
く
な
か
で
、令
和
５

年
度
は
人
口
増
加
・
子
ど
も
た
ち
が
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
・
農
福
連
携
・
環
境
と
観
光
・
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
を
重
点
施
策
の
柱
と
し
て
取
り
組
む
も

の
と
し
、と
り
わ
け
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
団
塊

の
世
代
の
方
々
の
移
住
促
進
を
見
据
え
た
環
境
整

備
、子
育
て
世
帯
・
高
齢
者
・
単
身
者
向
け
の
住
宅

建
設
、喜
念
浜
や
犬
田
布
岬
な
ど
既
存
施
設
の
充

実
に
加
え
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
を
生
か
し
た
新
た
な
観
光
資
源
の
掘
り
起
し

な
ど
、幅
広
い
分
野
で
定
住
人
口
に
確
実
に
つ
な

が
る
よ
う
、横
断
的
な
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま

●
施
策
1

   「
町
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
た
各
種
施
策
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

●
施
策
2

   

税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

●
施
策
4

　
「
定
住
人
口
、交
流
人
口
の
増
加
と
産
業
支

援
」「
町
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す

●
施
策
6

　
発
信
力
を
強
化
し
新
た
な
フ
ァ
ン
獲
得
を
図

り
ま
す
。

●
施
策
10

　

農
福
連
携
に
よ
る
生
涯
活
躍
・
生
き
が
い
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

●
施
策
11

　

担
い
手
農
家
を
確
保
・
育
成
し
、農
家
戸
数

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
12

　

新
規
就
農
者
を
支
援
・
育
成
し
、農
業
青
年

ク
ラ
ブ
会
員
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
13

　

担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
効
率
利
用
を
目
的

と
す
る
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

●
施
策
14

　

栽
培
面
積
の
増
加
、単
収
向
上
、地
力
の
強

化
な
ど
を
推
進
し
、さ
と
う
き
び
農
家
を
支
援

し
ま
す
。

●
施
策
15

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
及
び
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
に
準
じ
た
循
環
型
農
業
を
推
進
し
ま
す
。

●
施
策
23

　

排
水
環
境
の
な
い
集
落
の
排
水
路
を
整
備

し
ま
す
。

●
施
策
24

　

町
民
の
生
活
を
支
え
る
最
も
基
礎
的
な
交

通
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
施
策
25

　

老
朽
化
し
た
町
道
や
橋
梁
の
補
修
工
事
を

進
め
ま
す
。

●
施
策
26

　

港
湾
漁
港
の
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

未
来
を
見
据
え
た
港
湾
の
計
画
に
取
り
組
み

ま
す
。

●
施
策
27

　

地
域
の
活
性
化
や
住
宅
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、公
営
住
宅
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
施
策
28

　

施
設
の
適
正
管
理
や
適
時
更
新
、改
良
計

画
の
順
守
に
努
め
ま
す
。（
水
道
）

●
施
策
29

　

健
全
で
高
効
率
な
公
営
企
業
運
営
を
目

指
し
ま
す
。（
水
道
）

●
施
策
3

   

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
施
策
5

　
情
報
発
信
分
野
の
強
化
と
拡
充
を
図
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
に
つ
い
て

は
、農
業
生
産
額
60
億
円
達
成
を
目
標
に
掲
げ
、伊

仙
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、就
労

支
援
の
充
実
、担
い
手
を
確
保
す
る
な
か
で
経
済
基

盤
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、さ
と
う
き
び
・肉
用

牛
・ば
れ
い
し
ょ
・果
樹
生
産
に
従
事
す
る
既
存
農

家
の
経
営
安
定
化
に
向
け
た
事
業
の
獲
得
に
、町
の

ト
ッ
プ
と
し
て
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、本
町
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、「
結

い
結
い
留
学
」制
度
を
と
お
し
て
、小
規
模
校
区
を

中
心
に
子
育
て
世
帯
の
受
け
皿
を
拡
充
し
て
児
童

生
徒
の
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、教
育
の
質
の

向
上
に
お
い
て
は
、奄
美
群
島
本
土
復
帰
の
歴
史
及

び
世
界
自
然
遺
産
な
ど
を
と
お
し
た
郷
土
教
育
の

推
進
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
格
差
の
な
い
学
習

環
境
設
備
の
拡
充
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
島
唄
大
会
出

場
へ
の
助
成
を
講
じ
て
、子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
姿

勢
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

改
め
て
、人
口
増
加
と
住
民
の
幸
福
度
の
向
上

に
寄
与
す
る
た
め
に
は
、財
政
基
盤
の
強
化
、災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、そ
し
て
本
町
に
し
か
な
い
資

源
と
文
化
を
守
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、令
和
5
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

●
施
策
16

　
優
良
雌
牛
保
留
事
業
を
拡
充
し
ま
す
。

●
施
策
17

　

分
娩
事
故
の
低
減
、飼
養
管
理
向
上
を
支
援

し
ま
す
。

●
施
策
18

　
セ
リ
平
均
価
格
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

●
施
策
19

　

農
業
創
出
緊
急
支
援
事
業
を
活
用
し
、園
芸

品
目
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

●
施
策
20

　
農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業
を
活
用

し
ま
す
。

●
施
策
21

　

特
殊
病
害
虫
防
除
及
び
対
策
を
推
進
し
、園

芸
振
興
を
図
り
ま
す
。

●
施
策
22

　

園
芸
施
設
の
普
及
に
よ
り
、温
暖
な
気
象
条

件
を
生
か
し
た
他
産
地
と
競
合
の
少
な
い
端

境
期
に
有
利
販
売
で
き
る
園
芸
品
目
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　  

財
政
健
全
化

財
政
分
野

　
　
　
　
　  

防
災
の
強
化

防
災
分
野

　
　
　
　
　  

地
方
創
生
事
業
の
推
進

地
方
創
生
分
野

　
　
　
　
　  

情
報
戦
略
の
強
化

情
報
発
信
分
野

　
　
　
　
　  

返
礼
品
の
拡
充
と
発
信
力
強
化

ふ
る
さ
と

納
税
分
野

　
　
　
　
　  

環
境
整
備

生
活
環
境
・

産
業
分
野

　
　
　
　
　  

農
業
振
興

生
活
環
境
・

産
業
分
野

　
　
　
　
　  

生
活
環
境

生
活
環
境
・

産
業
分
野

る
た
め
、地
方
創
生
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
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●
施
策
33

　

国
保
財
政
収
支
の
均
衡
を
図
る
た
め
の
保

険
給
付
の
適
正
化
及
び
医
療
費
の
抑
制
、財
源

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
34

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
円
滑
な
運
営
に

努
め
ま
す
。

施策内容の詳細については伊仙町公式ホームページにてご確認ください。

　
　
　
　
　  

医
療

保
健
福
祉
・

医
療
・介
護
分
野

　
　
　
　
　  

介
護

保
健
福
祉
・

医
療
・介
護
分
野

　
　
　
　
　  

環
境
保
全
・観
光
振
興

環
境
・

観
光
分
野

　
　
　
　
　  

教
育
行
政

教
育
分
野

　
　
　
　
　  

社
会
教
育

教
育
分
野

　
　
　
　
　  

福
祉

保
健
福
祉
・

医
療
・介
護
分
野

　
　
　
　
　  

子
育
て
支
援

保
健
福
祉
・

医
療
・介
護
分
野

　
　
　
　
　  

健
康
増
進

保
健
福
祉
・

医
療
・介
護
分
野

●
施
策
30

　

早
世
予
防
と
し
て
若
年
期
か
ら
の
健
康
づ

く
り
支
援
と
元
気
高
齢
者
を
増
や
し
町
民
の

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

●
施
策
31

　
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
と
保
険
者
機
能
の
向
上
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
施
策
32

　
町
民
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
・
医
療
費
削
減
に

努
め
ま
す
。

●
施
策
35

　

介
護
保
険
制
度
の
適
切
か
つ
持
続
可
能
な

運
用
を
推
進
し
ま
す
。

●
施
策
36

　

地
域
特
性
に
適
し
た
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

●
施
策
37

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
施
策
38

　

障
が
い
者
の
技
術
取
得
と
雇
用
の
場
を
確

保
し
、社
会
参
加
を
図
り
ま
す
。

●
施
策
39

　

障
が
い
が
あ
る
方
の
地
域
生
活
の
支
援
、定

着
を
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
施
策
40

　
生
き
心
地
の
よ
い
町
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

●
施
策
47

　

町
内
の
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
染
防
止

を
推
進
し
ま
す
。

●
施
策
48

　
町
内
の
海
岸
の
美
化
に
努
め
ま
す
。

●
施
策
49

　
不
法
投
棄
防
止
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
50

　
町
内
中
小
商
工
事
業
者
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
施
策
51

　

狂
犬
病
の
予
防
を
目
的
と
し
た
飼
い
犬
の

適
正
な
飼
い
方
を
推
進
し
ま
す
。

●
施
策
52

　

飼
い
猫
の
適
正
な
飼
い
方
に
よ
る
生
態
環

境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

●
施
策
53

　

ご
み
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
見
据
え
た
循
環

型
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
施
策
54

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
生
か
し
た
観
光
振

興
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
55

　

世
界
自
然
遺
産
と
な
っ
た
環
境
の
価
値
保

全
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
56

　

世
界
自
然
遺
産
・
自
然
環
境
に
関
す
る
次

●
施
策
57

　

郷
土
教
育
の
充
実
を
図
り
、郷
土
を
誇
り
、愛

す
る
豊
か
な
心
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

●
施
策
58

　

地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育

活
動
の
充
実
を
図
り
、新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
こ
う
と
す
る
心
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。

●
施
策
59

　

道
徳
教
育
の
充
実
に
よ
り
道
徳
性
を
養
い
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重
し
、夢
や
希
望
を

も
ち
、自
ら
の
生
き
方
を
主
体
的
に
考
え
る
力

を
育
成
し
ま
す
。

●
施
策
60

　
特
別
支
援
教
育
を
充
実
さ
せ
、一
人
ひ
と
り
の

個
性
や
能
力
を
高
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
施
策
61

　

各
種
検
定
の
受
験
費
用
を
全
額
補
助
し
、基

礎
学
力
向
上
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
施
策
62

　
全
児
童
・
生
徒
の
学
力
の
状
況
や
経
年
変
化
に
つ

い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
並

び
に
学
力
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
施
策
63

　

学
校
教
育
の
充
実
に
合
わ
せ
、家
庭
で
の
学

習
習
慣
の
形
成
や
家
庭
学
習
の
質
の
向
上
を

図
り
、基
礎
学
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
努

め
ま
す
。

●
施
策
64

　
学
校
職
員
の
教
科
や
学
級
経
営
の
指
導
力
の

向
上
に
向
け
、各
種
研
修
会
の
充
実
を
図
る
こ
と

で
、日
々
の
授
業
改
善
に
つ
な
げ
、学
校
教
育
活

動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
施
策
65

　

幅
広
い
知
識
の
習
得
支
援
の
た
め
学
校
図
書

館
機
能
化
に
資
す
る
人
的
・
物
的
体
制
を
整
え
、

図
書
館
の
利
用
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
施
策
66

　

豊
か
な
経
験
を
積
ま
せ
る
よ
う
交
流
活
動

の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

●
施
策
67

　

教
職
員
の
日
常
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、授

業
準
備
の
時
間
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

●
施
策
41

　

子
ど
も
の
自
立
に
向
け
た
成
長
促
進
の
た

め
、一
人
ひ
と
り
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
成
長

を
支
援
し
ま
す
。

●
施
策
68

　

幼
稚
園
の
学
校
給
食
提
供
に
向
け
て
環
境

整
備
を
図
り
ま
す
。

●
施
策
69

　
結
い
結
い
留
学
（
令
和
４
年
度
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
た
伊
仙
町
の
留
学
制
度
）を
促
進
し
て
い

き
ま
す
。

●
施
策
70

　

本
町
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ

る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
地
元
学
を
行
い
、未

来
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

●
施
策
71

　
島
の
自
然
・
文
化
・
伝
統
な
ど
の
地
域
資
源
、

ま
た
、島
外
資
源
を
活
用
し
、あ
ら
ゆ
る
面
で

優
れ
た
知
識
・
技
能
を
有
し
た
人
材
を
生
か
す

体
験
・
交
流
活
動
を
提
供
し
ま
す
。

●
施
策
72

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
多
面
的
な
支
援
拡
充
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
施
策
73

　
義
名
山
公
園
を
中
心
と
し
た
公
園
整
備
を
行

い
、多
世
代
へ
の
交
流
広
場
を
創
出
し
ま
す
。

●
施
策
74

　
歴
史
民
俗
資
料
館
の
施
設
設
備
や
展
示
の
充

実
を
図
り
、シ
マ
の
自
然
・
文
化
・
歴
史
の
価
値
を

幅
広
く
享
受
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
公
開
お
よ

び
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

●
施
策
75

　

伊
仙
町
内
の
文
化
遺
産
・
自
然
遺
産
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
し
、後
世
に
守
り
伝
え
ま
す
。

●
施
策
76

　
地
域
人
材
を
活
用
し
た
各
種
講
座
の
展
開
と

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

●
施
策
77

　

文
化
活
動
を
推
進
す
る
た
め
旅
費
補
助
や

学
習
成
果
発
表
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

●
施
策
78

　

図
書
室
及
び
移
動
図
書
館
の
充
実
に
よ
る

町
民
へ
の
豊
か
な
読
書
体
験
を
提
供
し
ま
す
。

●
施
策
79

　

令
和
版
伊
仙
町
誌
編
纂
事
業
を
推
進
し
、本

町
の
過
去
か
ら
現
在
に
お
け
る
変
遷
を
忠
実
に

記
録
し
、幅
広
い
見
地
か
ら
本
町
の
位
置
づ
け

を
明
確
に
し
、未
来
の
礎
と
し
ま
す
。

●
施
策
42

　

子
育
て
環
境
の
整
備
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

促
進
し
ま
す
。

●
施
策
43

　

幼
児
期
・
学
齢
期
に
お
い
て
、む
し
歯
に
罹
患

し
て
い
る
児
童
の
割
合
が
高
い
た
め
、子
ど
も
の

疾
病
予
防
・
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

●
施
策
44

　

療
育
・
発
達
支
援
に
関
す
る
教
育
機
会
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

●
施
策
45

　

子
ど
も
や
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
へ
の
医
療

費
助
成
や
、島
外
受
診
が
必
要
な
世
帯
へ
の
旅

費
助
成
に
よ
り
、生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上

を
支
援
し
ま
す
。

●
施
策
46

　
母
子
の
不
安
解
消
や
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た

め
に
、関
係
機
関
と
連
携
の
も
と
取
り
組
み
ま
す
。

世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
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島
口
を
楽
し
く
使
い
・
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
・
司
会
進
行
・
閉

会
の
あ
い
さ
つ
ま
で
、
す
べ
て
が
島
口
で
行

わ
れ
る
「
第
10
回 

島
口
つ
こ
わ
ー
デ
ー
」
が

ほ
ー
ら
い
館
に
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
島
口
に
関
す
る
ク
イ
ズ

や
、
島
口
を
使
っ
た
劇
、
地
域
に
伝
わ
る
伝

統
行
事
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
と
お

し
て
島
口
に
親
し
み
ま
し
た
。

　

島
口
ク
イ
ズ
で
は
、
東
を
指
す
島
口
「
ア

ガ
レ
」
の
対
義
語
を
答
え
る
問
題
（
答
え
は

西
を
指
す
「
イ
リ
」）
で
、「
サ
ガ
レ
！
」
と

答
え
た
子
ど
も
た
ち
の
声
に
、「
な
る
ほ
ど
」

と
、
会
場
は
温
か
い
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
で
あ
る

「
イ
ッ
サ
ン
サ
ン
」
で
は
、
犬
田
布
の
子
ど

も
た
ち
が
、
会
場
内
を
歩
き
、
元
気
に
歌
い

踊
り
ま
し
た
。
観
客
か
ら
お
菓
子
が
振
る
舞

　

町
長
室
に
て
、
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
仙
町
か
ら
は
2
名
の
方
が
自
衛
隊
へ
入

隊
し
ま
す
。

　

面
縄
出
身
の
伊い

と
う藤 

凛り
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
は
陸
上

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
に
、
伊
仙
出
身
の
幸こ

う 

太た
い
よ
う陽
さ
ん
は
陸
上
自
衛
隊
自
衛
官
候
補
生
に

見
事
合
格
し
、
令
和
5
年
3
月
31
日
、
鹿
児

島
県
霧
島
市
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯

地
に
入
隊
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
3
ヵ
月
間
の
自
衛
隊
基
礎
的
教
育

を
受
け
て
、
職
種
を
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
種
部
隊
に
配
置
と
な
り
ま
す
。

　

壮
行
会
で
は
大
久
保
町
長
、
自
衛
隊
鹿
児

島
地
方
協
力
本
部
長
か
ら
の
祝
辞
に
続
き
、

浜
田
防
衛
大
臣
、
塩
田
知
事
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
、
最
後
に
は
、
入
隊
者

２
名
の
方
か
ら
決
意
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

立
派
な
自
衛
官
へ
の
道
を
邁
進
さ
れ
ま
す

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

わ
れ
る
演
出
も
あ
り
、
実
際
の
行
事
の
様
子

が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
わ
れ
ら
阿
三
」
に
よ
る
、
と
よ
み
（
手
踊

り
）・
六
調
で
は
、
会
場
が
一
体
と
な
り
、
最

後
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

お
ぼ
ら
だ
ー
に
。

島
口
ク
イ
ズ
「
ア
ガ
レ
の
反
対
は
？？
」

国
を
守
る
自
衛
官
を
目
指
し
て

02
18

03
06

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

●
犬
田
布
小
1
年 

永な
が
お
か岡 

舞ま

い唯
さ
ん

マ
ス
ク
し
ぃ 
む
ん
い
っ
ち
ち
ゃ
ー
す
が 

た
る
や
た
ん
が
ぃ
？

（
マ
ス
ク
を
着
け
て
話
し
か
け
て
き
た
け
ど
誰

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
？
）

【
小
学
校
中
学
年
の
部
】

●
面
縄
小
3
年　
富と

み
も
と本 

莉り

り里
さ
ん

う
や
ほ
う
が
な
し 

い
つ
ぃ
ま
守
て
ぃ

く
ぅ
て
ぃ 

お
ぼ
ら
だ
ぁ
ー
に

（
ご
先
祖
様
い
つ
も
お
守
り
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

●
面
縄
小
5
年　
仲な

か
は
ら原 

和わ

こ心
さ
ん

戦
争
と
ぅ 

コ
ロ
ナ
が
終
わ
ら
ま 

む
ず
ぃ

ら
く
ね
ん

（
戦
争
と
コ
ロ
ナ
が
終
わ
ら
な
い
と
面
白
く
な
い
）

【
中
学
校
の
部
】

犬
田
布
中
1
年　
町ま

ち
だ田 

柚ゆ

り

な
莉
奈
さ
ん

ふ
っ
し
ゅ
は
ん
し
ゃ
り 

く
ぁ
ー
ま
が
が

集
ま
て
ぃ
ち
ぃ 

ほ
う
ら
し
ゃ
ん
ど
ー

（
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
や
孫
が
集

ま
っ
て
う
れ
し
い
よ
）

し
ま
く
と
ぅ
ば
川
柳
表
彰
式

（
最
優
秀
者
作
品
発
表
）

「伊
仙町写真館」へ
掲載したい写真を
募集します。



タイトル
『島口つこわーデー』

投稿者：中央公民館

町長の動き
伊仙町長の1 ヵ月の主な動静を紹介いたします。

月日 行事 場所

2/16（木） 伊仙町商工会 来庁 ご当地サンリオコラボ商品紹介

伊仙町

20（月） ふるさとレストラン シェフツアー 
シェフ菰田氏・脇田氏 来庁

21（火） 大島郡市町村長会 令和5年度2月各種会議 奄美市

23（木） 世界自然遺産登録１周年記念シンポジウム（県主催） 伊仙町

28（火）

徳之島高校 卒業式 徳之島町

令和5年 第2回 伊仙町議会臨時会

伊仙町

3/1（水）

職員全体朝礼

第10回 奄美保健医療圏地域医療構想調整会議 奄美市

2（木）

伊仙町土地改良区理事会

伊仙町

水槽付消防ポンプ自動車 安全祈願祭  

3（金）

陸上自衛隊水陸機動団  梨木 信吾団長 来庁

5歳児歯科健診表彰式 挨拶

6（月） 自衛隊入隊者 壮行会 

7（火） 令和5年 第1回 伊仙町議会定例会

14（火） 伊仙町立中学校 卒業式

5 広報いせん  令和 5 年 4月号（No.387）

　誕生日やイベントなどの記念写真、
面白風景やハプニング写真、お気に入りの

写真などジャンルは問いません。

　下記、二次元コー
ドを読み取り、必要
事項をご記入のうえ、
写真データを添付し
てご応募ください。

新しい消防車が導入されました

※ご提供いただきました個人情報、および
画像については伊仙町個人情報保護条例
の遵守、肖像の保護により万全の措置をと
らせていただきます。

「伊
仙町写真館」へ
掲載したい写真を
募集します。

　伊仙町に、新たな水槽付消防ポンプ自動車が導入されました。
　これに伴い、義名山神社にて消防車の交通安全と、伊仙町の無火災を祈願し、
安全祈願祭が３月２日に執り行われました。
　車体の後方に搭載されている100 ｍホースは、ハカマ（サトウキビの葉）焼却など
で起こる火災に絶大な効果が期待できます。
　しかし、一番好ましいのは、消防車が
出動しないことです。

　ハカマ焼却の火入れをする際には、事前に消火の準備をするなど細心の注意を
払い、二人以上で行うようにしましょう。また、風の強い日は絶対に行わないでく
ださい。
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※
健
診
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で

も
当
日
受
診
が
で
き
ま
す
。
大
腸
が
ん

検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
々
日
ま

で
に
検
便
容
器
を
取
り
に
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
注
意
事
項
》

※
胃
が
ん
検
診
希
望
者
は
、
他
の
希
望
す

る
検
診
が
す
べ
て
終
了
し
て
か
ら
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
後

は
、
他
の
検
査
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
）

※
バ
リ
ウ
ム
検
査
後
1
週
間
は
C
T
検
査

が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
も
受
診
さ
れ
る

方
は
、
先
に
C
T
検
査
を
受
診
し
、
バ
リ

ウ
ム
検
査
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

地
域
福
祉
課

⃝

健
康
増
進
課

●
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
お
知
ら
せ

●
令
和
5
年
度 

健
康
診
査

　
～
伊
仙
町
の
健
診
は
こ
ん
な
に
お
得
！
～

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の
障

害
を
有
す
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
在
宅
の
方
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

た
だ
し
、
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
や
３
ヵ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

は
、
支
給
の
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
受
給
資
格
者
、
配
偶
者
、
扶
養

義
務
者
の
前
年
の
所
得
額
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
を

一
つ
の
期
間
と
し
て
支
給
を
停
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
の
方
）

　

月
額
2
7,
9
8
0
円（
令
和
５
年
４
月
改
定
）

●
障
害
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
の
方
）

　

月
額
1
5,
2
2
0
円（
令
和
５
年
４
月
改
定
）

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
鹿
児
島
県
徳
之
島
事
務
所
福
祉
課

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
2-

0
2
3
3

　

7
月
の
み
肺
が
ん
・
内
臓
脂
肪

C
T
検
査
が
あ
り
ま
す
。

内
臓
脂
肪
C
T
検
査
（
内
臓
脂
肪

量
測
定
）
で
は
腹
囲
測
定
で
は
分

か
ら
な
い
「
か
く
れ
肥
満
」
が
分

か
る
か
も
…
？

肺
が
ん
C
T
と
内
臓
脂
肪
C
T

を
セ
ッ
ト
で
受
診
す
る
と
合
計

9,
9
0
0
円
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
伊
仙
町
健
幸
づ
く
り
応
援
団

　

伊
仙
町
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

　

T
E
L

：

8
6-

2
1
2
4

■
日
程
　

  

【
第
1
弾
】

   

5
月
20
日（
土
）～
26
日（
金
）

  

【
第
2
弾
】

   

7
月
23
日（
日
）～
26
日（
水
）

■
場
所
　
ほ
ー
ら
い
館

■
受
付
時
間
　
午
前
7
時
～
10
時

※
前
日
21
時
以
降
は
飲
食
を
せ
ず
、

コ
ッ
プ
1
杯
の
水
の
み
飲
水
可
能

で
す
。
（
ガ
ム
、
あ
め
、
お
茶
、

コ
ー
ヒ
ー
、
タ
バ
コ
等
も
摂
取
し

な
い
で
く
だ
さ
い
）

項目 個人負担料 ■対象：伊仙町民

特定健診 20～74歳（国保）
30～39歳（社保） 500円

長寿健診 75歳以上 無料

基本健診 社保40歳以上
その他30歳以上

6,870円
被扶養者

⇒各保険者発行の
受診券持参で無料

胃がん検診
（バリウム）

30歳以上

1,000円

大腸がん検診
（検便） 500円

腹部超音波
（エコー検査） 1,000円

B型肝炎

20歳以上
※頸動脈エコー検

査は午後からで
す。問診時に予約
してください。

初回 無料
2回目～ 400円

C型肝炎
初回 無料

2回目～ 1,800円

胃がんリスク
（ピロリ菌）

初回 1,000円
2回目～ 3,300円

頸動脈
エコー検査 4,200円

骨粗鬆症検診 900円

歯周病検診 無料

前立腺がん検診 50歳以上 1,900円

心不全検査 当日問診にて対象と
判断された方 3,000円

7
月
の
み

肺がん
CT検診 30歳以上

※検査は午後からで
す。問診時に予約
してください。

8,200円

内臓脂肪
CT検診 3,300円

身
体
測
定
・
血
液
検
査

心
電
図
等
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運行予定日程令和
5年度

令和 5年度から町内小中学校のご協力により、学校の移動図書館時に合わせて集落の方もご利用いただけます。
詳しい時間帯は学校または中央公民館（TEL.86-3111）までお問い合わせください。

ステーション名 時間 4 月 5月 6 月 7月
なくさみ館前 10:10 ～10:25

26（水） 23（火） 26（月） 24（月）

おもなわこども園 10:30 ～11:00
上面縄生活館 11:10 ～11:25

赤久住宅（下検福） 11:30 ～11:45
上検福営農センター 11:50 ～12:05

いせん保育園 10:10 ～10:40

27（木） 24（水） 27（火） 25（火）

福宮商店前 10:50 ～11:05
阿権浜しぜん館 11:20 ～11:35

木之香いこいの広場 11:45 ～12:00
幸徳保育園 14:10 ～14:40

わかば認定こども園 10:10 ～10:40

28（金） 25（木） 28（水） 26（水）

犬田布岬 10:50 ～11:05
小島青少年会館 11:15 ～11:30

河地福祉館 11:35 ～11:50
ほーらい館前 12:00 ～12:15

ステーション名 時間 4 月 5月 6 月 7月
糸木名小学校

昼休み
（午後１時前後から

40 分程度）

※各学校によって
時間が異なります

10（月） 8（月） 5（月） 6/29（木）

鹿浦小学校 11（火） 9（火） 6（火） 4（火）

面縄小学校 12（水） 10（水） 7（水） 5（水）

喜念小学校 13（木） 11（木） 8（木） 6（木）

伊仙小学校 14（金） 12（金） 9（金） 7（金）

阿権小学校 17（月） 15（月） 12（月） 10（月）

犬田布小学校 18（火） 16（火） 13（火） 11（火）

馬根小学校 19（水） 17（水） 14（水） 12（水）

犬田布中学校 20（木） 22（月） 19（月） 13（木）

面縄中学校 21（金） 19（金） 20（火） 14（金）

伊仙中学校 24（月） 18（木） 21（水） 18（火）

A
コ
ー
ス

中
学
校

小
学
校

B
コ
ー
ス

C
コ
ー
ス



8広報いせん  令和 5 年 4月号（No.387）

5月27日（土）5月10日（水）
※詳細は後日お知らせします。※期限を過ぎた場合は中央公民館まで

　ご連絡ください。

　中央公民館に申込書がありますので、原則ご本人が窓口までお越しください。
その際、受講料をお持ちください。電話での受付は行っていません。

公民館講座  受講生募集のお知らせ
開講式予定6申し込み期限5

お申し込み方法・講座一覧7

講座名 講師 予定回数 場所 週・曜日 時間

1 ソフト粘土のお花 丸口 久子先生
10回 1階研修室 第2・第4 土曜日 14:00～16:00

ソフト粘土で素敵な花づくりを楽しみましょう。
第１回はイチゴのフラワーポットです。

2 フラワーペイント 丸口 久子先生
10回 1階研修室 第1・第3 土曜日 14:00～16:00

可憐な花を描いたウェルカムボードやコースターなど、素敵な
小物を制作します。第1回はコースターにバラを描きます。

3 郷土料理 大山 佐智子先生
7回 ほーらい館 第1 木曜日 14:00～16:00

 島の食材を生かした郷土料理を一緒に学びませんか。
 第1回はおもてなし料理の「鶏飯」です。

4 生け花教室 福清 千美子先生
10回 中央公民館 第2・第4 日曜日 14:00～16:00

自由花・正花を楽しく生けて、心豊かな時間を過ごしませんか。

5 終活講座 吉村 道子先生
6回 1階研修室 最終週 月曜日 14:00～16:00

終活に向けての基本的な手順や財産整理等を学びます。
これからの人生を自分らしく生きるための講座です。

6 はじめての
島唄・三味線 泉 憲秀先生

15回 大ホール 毎週 木曜日 18:00～19:30

徳之島一切節を唄ってひけるようになろう！！
初心者にも楽しく丁寧に指導します。（小学生以上）

7 花架拳＆
練功十八法 星 晴江先生

10回 大ホール 第2・第4 火曜日 19:00～21:00

呼吸を意識しながら、音楽に合わせてゆっくりと体を動かします。
健康づくりやストレス解消に最適です。（中学生以上）

8 フラダンス
(入門編） 星 晴江先生

10回 東公民館 第1・第3 火曜日 14:00～16:00

フラダンスの基礎から学びます。初心者大歓迎です！
（小学5年生以上）



9 広報いせん  令和 5 年 4月号（No.387）

町民のニーズに合わせた各種講座を開催す
る中で、最も身近な生涯学習の場の提供や、
ふれあい交流の場づくりをしていきます。

令和5年6月から令和5年12月
※曜日・時間、変動有（各講座で決定）

公民館講座の受講料は、一講座につき
1,000円（複数受講可・材料代等は自己
負担）です。申し込み時に公民館でお支払い
ください。（お釣りのないようにお願いし
ます。）

受講が決定しましたら、後日ハガキまた
は電話で連絡します。募集が多くなりす
ぎた講座は抽選になる場合があります。
受講希望者が少ない場合は、開講できな
いこともあります。

お問い合わせ  伊仙町中央公民館 ８６－３１１１（内線76）

■花架拳 発表の様子

■郷土料理講座

■ソフト粘土のお花

令 5和 年 度 公民館講座  受講生募集のお知らせ
目的1

受講期間2

受講料3

受講の決定4



【島内での発見エリア】●アメリカザリガニ：三京川周辺／●ボタンウキクサ：天城町瀬滝・徳之島町花徳 など

ボタンウキクサやアメリカザリガニは、  在来の生物に深刻な影響を与える極めて
侵略性の高い外来種です。もし下記以外の場所で見かけたら、写真と位置情報を
お住いの自治体までご提供お願いします。

10広報いせん  令和 5 年 4月号（No.387）

　2月23日（木・祝）、ほーらい館において、鹿児島県主催「世界自然遺産登録１周年記念シンポジウム」が開催
され、島内外から約200名が来場されました。
　シンポジウムでは、伊仙町在住の指

い ぶ す き

宿 桃
も も こ

子さんによる島唄から始まり、鹿児島県知事塩田康一氏・伊仙町長
あいさつの後、亘

わたり

 悠
ゆ う や

哉氏・田
た な か

中 俊
と し の り

徳氏の基調講演、地元小中学校の児童・生徒による環境学習の発表が行わ
れました。
　徳之島の自然の価値や地域振興、島の自然を守るために私たちができることなどについて改めて考える機会
となりました。

■基調講演Ⅰ 亘悠哉氏 ■基調講演Ⅱ 田中俊徳氏 ■伊仙中学校による学習発表

世界自然遺産登録１周年記念
シンポジウムが開催されました！

（令和４年度から一部変更があります）
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国立公園区域について

違反行為について

国立公園内での行為について
～国立公園内での開発行為等については、手続きが必要です～ 

許可申請・届出の手続き手続きの必要な行為（一例）

◆お問い合わせ先
●環境省奄美群島国立公園管理事務所徳之島管理官事務所（徳之島・沖永良部島所管）   電話 0997-85-2919
●大島支庁総務企画課 商工観光係  電話 0997-57-7215
●行為地の市町村役場
◆許可申請書の提出先
●環境省：行為地の所管事務所（上記参照）    ●県（大島支庁）：行為地の管轄市町村役場
◆環境省及び県のホームページ（検索方法）
●（環境省国立公園関係）環境省_奄美群島国立公園
   URL: https://kyushu.env.go.jp/okinawa/procedure/pro_5.html
●（鹿児島県国立公園関係）
   鹿児島県庁ホームページ→くらし・環境→自然保護→自然公園→行為許可申請書・届出書様式
   URL: https://www.pref.kagoshima.jp/kurashi-kankyo/kankyo/sizenkouen/yousiki/index.html

　国立公園区域につきましては、右記環境省
ホームページにてご確認ください。
URL: https://www.env.go.jp/park/amami/
A0_25000%20tokunosima.pdf

　自然公園法の規定に違反しての行為や、無許可での行為等については、罰則が設けられています（1年以下の懲役または100万円
以下の罰金等）。また、違反行為から国立公園を保護するために必要があると認めるときは、原状回復を課す場合があるため、必ず
許可を得てから行為を行うようご留意ください。※自然公園法の改正に伴い、従前より罰則が厳重になっています。

　国立公園は自然の風景地を保護し、その利用促進を図り、国民・県民の保健・教養・教化に資するとともに、生物の
多様性を確保することを目的として国（環境省）の指定を受け管理されているもので、奄美群島の一部地域は、奄美群
島国立公園に指定されています。
　国立公園内では、優れた風景地を保護するため、自然公園法に基づき、各種開発行為が規制されています。国立公
園内において、次のような開発行為等を行う場合は、事前に国や県への許可申請・届出の手続きが必要となります。 

①申請・届出の様式
 （令和４年度から新様式になっています）
・様式や必要な添付書類・記載要領については、環境省の

ホームページに掲載されています。
（下記URLまたはQRコードからアクセスできます）
②標準的な処理期間
・申請内容や申請先により異なりますが、通常約1～3ヵ月

を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期
間は除く）

③注意事項
・自己所有地であっても、国立公園内での行為におい

ては、事前に手続きが必要となります。自己所有地が
公園区域に入っていないか、公園区域図を参考に事前
によくご確認ください。公園区域に入っていた場合は、
以下のお問い合わせ先への事前相談をお願いいたし
ます。また、行為箇所の国立公園区域内外の判別ができ
ない場合も以下のお問い合わせ先にご相談ください。 

・行為の種類・規模・公園の種類・地種区分の違いにより
手続き等に違いがあること、また、行為の場所や内容に
よっては、許可ができない場合もあることから、申請・届
出の前に事前相談いただくようお願いいたします。 

・自然公園法の改正が令和4年4月1日に行われたことに伴
い、許可が必要な項目や、審査基準に変更があります。 

・申請等の内容に応じて提出先が異なりますので、申請等
に際しては以下のお問い合わせ先へご確認ください。

・非常災害により国立公園内で法で定められた行為の必
要性がある場合においても、基本的には許可申請また
は届出の手続きが必要です。また、非常災害のために必
要な応急処置としての行為を行った場合には、当該内容
をその行為をした日から起算して14日以内に届け出る
必要があります。

国立公園の範囲や区域内での許可申請・届出について、不明な点がありましたら、下記にお問い合わせください。  

国立公園関係 
環境省
ホームページ

国立公園区域
環境省ホームページ

国立公園関係 
鹿児島県
ホームページ

（令和４年度から一部変更があります）

第1種
特別地域

①工作物（建築物を含む）の新改増築 
②木竹の伐採   ③鉱物や土石の採取 
④広告物の掲出  
⑤野外での物の集積・貯蔵（土石・廃棄物等） 
⑥開墾・土地の形状変更 
⑦屋根・壁面の色彩の変更  など 

第2種
特別地域
第3種

特別地域

普通地域

①一定規模以上の工作物の新改増築 
（建築物高さ13m または延面積1000㎡、
  鉄塔高さ30m、送水管長さ70m など） 
②鉱物や土石の採取   ③広告物の掲出
④土地の形状変更   など 

特別保護
地区

特別地域の規制に加えて 
①木竹の損傷   ②木竹の植栽   ③家畜放牧
④野外での物の集積・貯蔵 
⑤火入れ・たき火   ⑥動植物の捕獲殺傷等 
⑦落葉・落枝の採取   など 

海域公園
地区

①工作物の新改増築   ②鉱物や土石の採取 
③広告物の掲出   ④海底の形状変更 
⑤物の係留（以上漁業に必要なもの除く） 
⑥海面の埋立・干拓   など 
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人口の動き
（2023 年2月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,378 人

男 3,244 人

女 3,134 人

世帯数 3,485 世帯

出生 4 人

死亡 15 人

転入 31 人

転出 18 人

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
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伊 仙 町 商 工 会 の 窓

 お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。

長寿・子宝日本一の
町！

帆船花
T E L 0997-86-3414
住   所 伊仙町伊仙 2678-2

島料理が
おすすめです！
ぜひ予約して
お越しください。

町のみなさんに素敵な笑顔を
届けてみませんか？
毎月 10 日までに、右記二次元コードを
読み取り、必要事項を入力し、掲載希望
写真を添付いただきご送付ください。

伊仙町役場  未来創生課
TEL 86-3111（内線 27）

お問い合わせ
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